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毎月最新の市報をスマホや

●千曲市役所の電話（℡026-273-1111）、住所
　更埴庁舎（〒387-8511 千曲市大字杭瀬下84番地）、戸倉庁舎（〒389-0892 千曲市大字戸倉2388番地）、上山田庁舎（〒389-0897 千曲市上山田温泉四丁目15番地1）　

タブレットにお届けします。

人の動き

 世帯数　22,132（＋10）

 人　口　59,262人（－11）

 　男　　28,699人（－1）

 　女　　30,563人（－10）

平成27年国勢調査からの推計人口
（令和元年7月1日現在） 令和元年

6月中の動き
転入 103人
転出 75人
出生 24人
死亡 63人

●発行 千曲市　●編集 秘書広報課　＊乱丁・落丁はお取替えします。　●印刷 寺澤印刷（八幡）　●市報8月号の印刷費 1部あたり約25円

表紙は、７月12日に行なわれた屋代保育園の地震避難訓練の様子です。

マチイロ

園児たちは防災頭巾を被り、手をつないで静かに園庭へ避難しました。

市役所新庁舎移転作業に伴い、8月9日（金）午後7時頃
から10時頃まで、市役所代表電話℡026-273-1111が
不通になります。
お急ぎの場合は、℡026-275-0004に電話してください。
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防 

災

「
自
分
が
災
害
に
遭
う
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。し
か
し

近
年
、
地
震
や
大
雨
に
よ
る
自
然
災
害

で
多
く
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
い

ま
す
。

合
併
後
、
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
い

な
い
千
曲
市
で
も
、
平
成
29
年
に
土
砂

災
害
に
よ
る「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
」の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ

ま
し
た
。

災
害
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
自

然
災
害
の
怖
さ
を
知
り
つ
つ
、
備
え
の

無
い
ま
ま
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
集
で
は
、
自
分
と
家
族
、

大
切
な
人
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
、

い
ま
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
考

え
ま
す
。

　
　
　

は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。

特   集

こ
と
が
大
事
。

だ
か
ら
、

備
え
る

常
に

災
害 ～ 

命
を
守
る
た
め
に 

～

防　災
【
特
集
】
～命を守るために～

洪水に備えて
これから台風や大雨の時期を迎え、河川の洪水や土砂災害の危険が高まります。
河川の水位情報や洪水時の浸水想定区域、土砂災害警戒区域、避難施設などは、インターネットを

通じて確認することができます。
地域の災害発生の危険度や災害に対する準備などをあらかじめ確認しておきましょう。

台風の発生が増える時期を前に確認

千曲川河川事務所河川情報で
は、千曲川の水位や樋門・排

長野県河川砂防情報ステー
ションでは、雨量や河川の水

重ねるハザー
ドマップでは、
関係機関が作
成した洪水浸
水想定区域、
土砂災害警戒
区域や避難施
設などの防災
情報をまとめて、地
図や写真に自由に重
ねて表示することが
できます。

千曲川河川事務所河川情報重ねるハザードマップ 長野県河川砂防
情報ステーション

重ねるハザードマップへの二次元コード▲ 長野県河川砂防情報ステーションへの二次元コード▲ 千曲川河川事務所河川情報への二次元コード▲

水機場の内水位、
外水位が確認でき
ます。

位、土砂災害発生
の危険度が確認で
きます。

千曲市に大きな被害を及ぼす地震を確認

想定地震を知る
長野県では、県内に大きな被害

を発生させる地震として、活断層
による 5 つの地震と東海地震を
想定しています。

このうち、千曲市で最も大きな
被害が予想される地震は、「糸魚
川ー静岡構造線（北部）の地震」

（マグニチュード 8.0）で、今後
30 年以内に 16％の確率で発生
するとされています。

　

千曲市

「長野県地震対策基礎調査報告書（平成14年3月）」を参考に作成

長野県周辺の主要な活断層と
想定される地震の規模

信濃川断層帯の地震
（マグニチュード7.5）

糸魚川－静岡構造線
（北部）の地震
（マグニチュード8.0）

糸魚川－静岡構造線
（中部）の地震
（マグニチュード8.0）

阿寺断層帯の地震
（マグニチュード7.9）

伊那谷断層帯の地震
（マグニチュード7.9）

東海地震（震源域）
（マグニチュード8.0）

「糸魚川－静岡構造線（北部）を震源とする地震」
（マグニチュード8.0）が発生した場合の震度分布

震度6強
震度6弱
震度5強
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災害に備えて、日頃から訓練をする自衛隊や消防署、警察署の職員たち。
私たちにも、自らの命や大切な人の命を守るために、日頃から準備できる
ことがあるはずです。
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抜粋：千曲市防災ガイドマップ

持ち出し品を用意する
非常時に役立つ生活必需品や備蓄品

持ち出し品・備蓄品チェックリスト

飲料水（1人1ℓほど）

非常食（調理不要のもの）

●飲料水・非常食

携帯電話・充電器
懐中電灯
携帯ラジオ
予備の電池
ヘルメット・防災頭巾
マッチ・ライター
ローソク
軍手・手袋
ロープ
ナイフ・缶切り
時計
ホイッスル
レジャーシート

●防災用品

タオル
せっけん
ティッシュ
ビニール袋
安全ピン
歯ブラシ
上着
下着
筆記用具
生理用品
マスク
毛布
寝袋
レインコート
毛抜き・爪切り
綿棒
布ガムテープ

●日用品

持病薬
体温計
解熱剤・かぜ薬・胃腸薬
ばんそうこう・包帯・傷薬
おくすり手帳

●医療品

現金
印鑑
預金通帳
身分証コピー

●貴重品

粉ミルク・離乳食
哺乳瓶・携帯やかん
紙おむつ・おしりふき
母子手帳

●乳児用品

Check

4
家族同士の
安否確認方法を決める

災害が発生した場合でも家族
の安否を確認できるよう、安否
確認の方法や集合場所などを、
事前に決めておきましょう。

災害時には、携帯電話の回線
がつながりにくくなり、連絡が
とれない場合もあります。その
際には以下のサービスを利用し
ましょう。

災害用伝言ダイヤル

局番なしの「171」に電話をか
けると伝言を録音でき、自分の
電話番号を知っている家族など
が、伝言を再生できます。

171ガイダンス

1 2録音 再生
被災地の人の電話番号を
市外局番からダイヤルしてください

伝言を吹き込む（30秒以内） 伝言を聞く

Check

2
千曲市メール配信サービス
に登録する

屋外告知放送で放送する災害
や火災などの防災情報を、登録
されたメールアドレスへ配信す
るサービスです。屋外告知放送
で放送された内容を配信してい
ます。

いざというときに適切な行動
がとれるように、積極的な情報
収集と災害に対する備えとして
役立ててください。

登録方法
①二次元コード（下）を携帯で読み取

り、登録サイトを表示。
②登録サイトの内容をよく読んで、メ

ール配信申込みのリンクをクリック。
③メールアドレス欄に

登録するメールアド
レスを入力し、登録を
クリックすれば完了。
千曲市メール配信サービスへの二次元コード▲

災害が起きたときに慌てず避難するために、自分が住んでいる地域
の避難場所や災害時の防災施設を千曲市防災ガイドブックで確認して
おきましょう。どのような経路で避難場所にたどり着くか事前に知って
おくことで、より安全かつ迅速に避難することができます。

▲千曲市防災ガイドブックへの

防　災
【
特
集
】
～命を守るために～

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

で
は
、
誰
か
の
指
示
を
待
っ
て
ば
か

り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。加
え
て
、災
害

が
大
規
模
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
公

的
機
関
に
よ
る
救
助
や
支
援
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
災
害
発
生
時
に
は
自

ら
の
的
確
な
判
断
で
身
の
安
全
を
守

る
こ
と（
自
助
）が
最
も
重
要
で
す
。

千
曲
市
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
避
難
場
所
や
避
難
経

路
を
事
前
に
確
認
し
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
で
の
防
災
情
報
、
千
曲
市
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登
録
し
て
防
災

避難場所や避難経路を確認する

平成 25 年に市の補助金を活用
して、自宅の耐震補強を行ないま
した。平成 23 年の長野県北部地
震の際に自宅がかなり揺れたこと
と、主人がパーキンソン病で身体
障害のため、もしものときに備え
ようと思ったのがきっかけです。

災害はいつ起きるか分かりませ
んので、自分のできる範囲内で備
えることが大事だと思います。

災害に備えて、食料品、飲料水、
携帯トイレや懐中電灯などの持ち
出し品をすぐに持ち出せるように
玄関近くの収納に用意していま
す。避難所生活になった場合、小
さいお子さんがいる家庭では、お
子さんの食べ物に困りますので、
離乳食やおむつなどの備えが必要
だと思います。

Check

1
Check

3

に
関
す
る
情
報
を
入
手
す
る
な
ど
し

て
、
万
が
一
の
と
き
の
た
め
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
や
通
信
な
ど
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
て
も
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
普
段
か
ら
飲
料
水
や
非
常
食
な

ど
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。自

宅
が
被
災
し
た
と
き
は
、
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
、
避
難
生
活
を

送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
生

千曲市防災ガイドブックには、防災マップ（避
難所、消火栓、病院など）のほかに洪水・土砂災
害マップ、地震（建物被害）マップを掲載していま
す。市ホームページからも確認できます。

活
に
必
要
な
も
の（
持
ち
出
し
品
）

を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、

い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
同
士
の
安
否
確
認
方

法
を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
も
必

要
で
す
。東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

Tw
itter

やFacebook

な
ど
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）が
活
用
さ
れ
、
避
難

所
・
交
通
情
報
の
収
集
な
ど
に
も
役

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
被
害
は
、「
日
常
の
備

え
」に
よ
っ
て
最
小
限
に
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
、
一
人

ひ
と
り
が
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
は
、
自
分
や
家
族
、
大
切
な
人
の

命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市民の皆さんの取り組みを紹介

危機管理防災課 和
わ だ

田　崇
た か し

主事

＊一部、「政府広報オンライン」から転載

「一人ひとりが自分の身の安全を守る」

高
た か さ わ

澤 正
ま さ え

枝 さん（桑原）

耐震補強工事を実施

竹
た け だ

田 博
ひ ろ こ

子さん（千本柳）

持ち出し品を常備

二次元コード

美
み ほ

穂 ちゃん
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地域の安全は地域で守る
近年、地震や豪雨などにより、全国各地で大きな被害が発生しています。市では大規模地震が発生し

たという想定で、今年も「千曲市総合防災訓練」を実施します。

被害を最小限にするのは、一人ひとりの適切な行動（自助）と地域の人との協力（共助）が必要です。防

災訓練に積極的に参加して、非常時の対応と知識を身に付けましょう。

防
災
訓
練
は
9
月
8
日
（
日
）

■
時
間　
午
前
８
時
～
11
時

30
分

■
会
場　
五
加
小
学
校

■
対
象
地
域　
五
加
地
区

■
訓
練
内
容　

　
避
難
・
給
食
・
消
火
・
水

防
・
救
助
・
避
難
所
設

営
・
救
護
・
給
水
・
高
所

人
命
救
助
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。　

重
点
地
区
防
災
訓
練

各
地
区
防
災
訓
練

■
日
時　
９
月
８
日（
日
）

ま
た
は
各
区
・
自
治
会
で

決
め
た
日
・
時
間

■
会
場　
各
区
・
自
治
会
で

決
め
た
会
場

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
防
災
課
・
防
災
係

緊
急
速
報
メ
ー
ル配

信
訓
練

（
市
内
全
地
区
対
象
）

携
帯
電
話
会
社
各
社
が
提

供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）を
用
い

た
避
難
情
報
の
配
信
訓
練
で

す
。

■
時
間　
午
前
８
時
33
分
頃

■
内
容　
市
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
の
携
帯
電
話
に
訓
練

用
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配
信

し
、
専
用
の
警
告
音
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
警
告

音
が
鳴
り
ま
す
。配
信
を

受
け
た
く
な
い
場
合
は
、

当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

40
分
ま
で
の
間
、
携
帯
電

話
の
電
源
を
お
切
り
く
だ

さ
い
。

AED による救命訓練

水防訓練重量物撤去訓練

炊き出し訓練 消火訓練

高所人命救助訓練

給水訓練

車両救出訓練

避難訓練

■
訓
練
内
容　

　
避
難
、消
火
、

水
防
、
救
護

訓
練
な
ど
各

区
・
自
治
会

で
決
め
た
訓

練
で
す
。

防　災
【
特
集
】
～命を守るために～

さん小
こ だ い ら

平　宗
む ね た か

孝五加地区区長会長

訓
練
す
る
こ
と
が
大
切

地
域
で
助
け
合
う
力
が
必
要

か
し
、
も
し
も
の
と
き

大
切
な
の
は
地
域
と

の
つ
な
が
り
で
す
。

こ
の
住
所
に
住
ん
で

い
る
の
で
は
な
く
、
こ

の
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ

地
域
で
地
域
を
守
る
取
り
組
み
の

一
つ
が
防
災
訓
練
で
す
。
毎
年
、
繰

り
返
し
行
な
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
、
自
然
に
避
難
な
ど
に
対

す
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
を

お
願
い
し
ま
す
。
初
期
消
火
に
重
要

な
消
火
訓
練
や
、
救
護
訓
練
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
た
ち
の

顔
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
防
災
訓
練
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
防
災
力
を
向
上
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

と
を
自
覚
し
、
地
域
で
地
域
を
守
る

取
り
組
み
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

今
年
の
防
災
訓
練
の
重
点
地
区
で

あ
る
五
加
地
区
の
小
平
宗
孝
区
長
会

長
に
、
共
助
と
防
災
訓
練
の
大
切
さ

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

私
は
、
区
長
就
任
に
あ
た
り
総
会

で「
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
精
神
を
持

っ
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大

事
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。
防
災
で
言
え
ば
、
高
齢

者
や
体
を
悪
く
し
て
い
る
方
た
ち
が

避
難
す
る
と
き
、
自
助
の
取
り
組
み

だ
け
で
、
避
難
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
。
そ
ん
な
と
き
、
必
要
な
の
が

地
域
で
助
け
合
う「
共
助
」の
力
で

す
。近

年
、
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域

と
の
関
わ
り
合
い
が
希
薄
化
し
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
し
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避難勧告及び避難指示

こちらは千曲市です。
○○地区に洪水に関する
「警戒レベル4」避難勧告を発
令しました。○○地区の人は
速やかに全員避難を開始して
ください。

防　災
【
特
集
】
～命を守るために～

市では災害対策基本法・千曲市地域防災計画に基づいて、災害時の避難に支援を要する人を登録した
「千曲市災害時避難行動要支援者名簿」を作成しています。

平成 27 年度から、この名簿を活用した個別支援計画の作成を行なっており、今年度も８月から区・
自治会で、新規対象者の個別支援計画の作成と既に作成した人の更新を行ないます。

区や自治会・自主防災組織・
民生児童委員・そのほか避難支
援に関わる人など（避難支援等
関係者）と声かけや避難支援の
方法を決めておくものです。

個別支援計画は、災害などで
避難が必要となったときに円
滑・迅速に支援を行なうために
作成するものです。

　災害時避難行動要支援者名簿に登録されている人のうち、避難
支援等関係者へ事前に名簿情報を提供することに同意している人。

①市から、各区・自治会へ名簿情報を提供します。
②区・自治会は、要支援者とその家族、避難支援等関係者と相談

し、10月までに個別支援計画を作成します。

○作成した個別支援計画は、各区・自治会や市で平常時の避難訓
練などに活用します。また、年に１回内容の見直しを行ないます。

○災害などで避難が必要となったときには、個別支援計画に基づ
いて避難の支援を行ないます。

■個別支援計画作成の対象者

■個別支援計画に運用

■個別支援計画の作成

災害時避難行動要支援者名簿を活用した個別支援計画の作成・更新

個別支援計画とは

■問い合わせ先　
　高齢福祉課・高齢者係

「
も
し
も
」
か
ら
「
い
つ
も
」
の
備
え
に

私
は
、
東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

3
日
後
に
第
3
次
隊
と
し
て
4
日

間
、
現
地
に
入
り
ま
し
た
。
避
難
所

は
、
食
料
や
飲
料
水
な
ど
が
不
足
し

て
い
る
状
態
で
、
加
え
て
寒
さ
も
あ

っ
た
た
め
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
た

ち
は
過
酷
な
環
境
下
で
生
活
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
が
錯さ

く
そ
う綜

し
て
お
り
、

今
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か

も
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
避
難

さ
れ
て
い
る
方
に
家
族
と
の
連
絡
手

段
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
自
宅
や
車
に

「
こ
の
避
難
所
に
い
ま
す
」と
張
り

紙
を
す
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
私
た
ち
は

全
力
で
救
助
に
当
た
り
ま
す
。し
か

し
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
広

域
で
多
発
す
る
災
害
の
場
合
、
限
ら

れ
た
人
数
の「
公
助
」に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。さ
ら
に
、
道
路
や
交
通
手

段
に
大
き
な
被
害
が
出
る
と
、
物
資

を
運
ぶ
物
流
機
能
も
低
下
し
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
生

き
埋
め
や
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の

う
ち
、
消
防
な
ど
の
公
的
機
関（
公

助
）に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
割
合

は
、
わ
ず
か
2
パ
ー
セ
ン
ト
で
し

た
。災

害
発
生
か
ら
72
時
間（
3
日

間
）を
過
ぎ
る
と
救
命
率
は
大
幅
に

下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

か
ら
の
被
害
を
で
き
る
限
り
抑
え

る
の
は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
で
あ
る

「
自
助
」と
地
域
と
の
助
け
合
い「
共

助
」で
す
。

市
か
ら
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
た

ら
、
必
ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避

難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
と
避
難

で
き
な
く
な
り
、
生
死
を
分
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
災
害
に
な
ら
な
い

か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
方

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

合
併
し
て
か
ら
、
千
曲
市
で
は
幸

い
な
こ
と
に
大
き
な
災
害
の
被
害
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、
だ
か
ら

こ
そ
危
険
で
す
。
備
え
が
な
い
、
経

験
も
な
い
、油
断
を
す
る
か
ら
で
す
。

命
を
守
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
準

備
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
自
分

た
ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る
意
識

と
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
も
し
も
」を

「
い
つ
も
」の
備
え
に
変
え
て
く
だ

さ
い
。

国や自治体の
支援を受ける

Interview News

千曲坂城消防本部 新
に い む ら

村 悟
さ と る

公助 共助

自助

自分の力で、
自身の身を守る

近隣や地域と
協力して身を守る

消防司令

これまでの屋外告知放送システムは、ケーブル回
線を利用していたため、災害時にケーブルの切断や
停電時には情報の提供ができない場合がありまし
た。市では、安定した情報伝達手段の確保を図り、
災害時にも確実な情報伝達を可能とし、市民の皆さ
んの生命・財産を守るため、屋外告知放送設備の約
半数をデジタル防災行政無線に移行する整備工事を
進めています。
■問い合わせ先　危機管理防災課・防災係

屋外告知放送の一部を防災行政無線として整備水害・土砂災害の防災情報を5段階の警戒レベルに整理

警戒レベル 避難情報・とるべき行動

警戒レベル5

災害発生情報
既に災害が発生している状
態。命を守るための最善の行
動が必要。（市町村が発令）

避難勧告 / 避難指示（緊急）
災害が発生する恐れが極めて高
く、速やかに避難場所へ避難す
る。困難な場合は、近くの安全
な場所へ避難。（市町村が発令）

警戒レベル4

避難準備・高齢者等避難開始
避難に時間がかかる人は避難
開始。その他の人も避難の準
備を整える。（市町村が発令）

警戒レベル3

洪水注意報、大雨注意報
避難に備え、千曲市防災ガイ
ドブックなどにより、自らの
避難行動を確認。（気象庁が発令）

警戒レベル2

警報級の可能性
災害への心構えを高める。

（気象庁が発令）
警戒レベル1

市から警戒レベル 3、4 が発令された地域にお住ま
いの人は、速やかに避難してください。

被
災
地
の
現
実

自
助
・
共
助
・
公
助

命
を
守
る
た
め
に

【全員避難】
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なぜ千曲市はハンガリーの
　　ホストタウンになったの？

市
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連
盟
と
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
「
事
前
合
宿
」
に
向
け
た
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
市
民
が
主
体
的
に
進
め
て
き
た
国
際
交
流
の
流
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
盛
り
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

交
流
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連
盟
と
協
定

　
を
締
結

　
市
民
を
中
心
と
し
た
交
流
を
き
っ

か
け
に
、岡
田
市
長
が
パ
ラ
ノ
ビ
チ・

ノ
ル
バ
ー
ト
駐
日
特
命
全
権
大
使
と

交
流
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
こ
か
ら
ハ
ン

ガ
リ
ー
卓
球
連
盟
の
事
前
合
宿
招
致

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平

成
30
年
３
月
21
日
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
卓
球
連
盟
の
ド
ゥ
ベ
ー
ツ
ィ
・
ゾ

ル
タ
ン
理
事
が
建
設
中
の
こ
と
ぶ
き

ア
リ
ー
ナ
千
曲
を
訪
れ
、
事
前
合
宿

地
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
の
感
触
を

持
ち
、
一
気
に
話
が
進
み
ま
し
た
。

　
11
月
14
日
、
岡
田
市
長
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
訪
れ
、

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

■
市
民
を
中
心
と
し
た
交
流
が
ス

　
タ
ー
ト

　
千
曲
市
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
交
流

は
、
上
山
田
に
住
む
銅
版
画
家
の
若

林
文
夫
さ
ん
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
工
房

で
作
品
を
制
作
し
、
平
成
３
年
に
上

山
田
文
化
会
館
で
「
日
本
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
現
代
版
画
展
」
を
開
催
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
同
版
画
展
が
、
２
年
に
１
度
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
交
流
の

あ
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
若
手
作
家
達

は
、
今
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表
す

る
有
名
な
芸
術
家
に
な
り
、
銅
版
画

家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
若
林

さ
ん
も
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
陶
芸
家
の

ア
ー
グ
ネ
ス
・
フ
ス
さ
ん
と
結
婚
し

て
、
自
宅
で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
制
作

に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
版
画
展
の
実
行
部
隊
と
し

て
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
は
、
千

曲
市
に
合
併
後
、
名
前
を
「
千
曲
市

ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
協
会
」
に
変
え
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
音
楽
と
ワ
イ
ン
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
の
来
客
の
応
対
、
代
々
の

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
、
大
使
館
と

の
付
き
合
い
を
通
じ
て
、
交
流
の
灯

を
絶
や
さ
ず
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。

■
行
政
の
動
き

　
平
成
17
年
に
開
催
さ
れ
た
ス
ペ
シ

ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季
世
界
大

会
長
野
の
際
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の

選
手
団
50
人
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な

り
、
白
鳥
園
を
ベ
ー
ス
に
事
前
合
宿

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
多

く
の
市
民
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
千
曲

市
へ
や
っ
て
き
た
ア
ス
リ
ー
ト
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

■
協
定
を
締
結
し
て
、
こ
れ
か
ら

　
ど
う
な
る
の
？

　
世
界
を
転
戦
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
は
、
大
き
な
大
会
が
開
催
さ
れ

る
都
市
の
周
辺
で
大
会
前
に
合
宿
を

す
る
こ
と
が
多
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

卓
球
選
手
は
、
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
際
大
会
に

出
場
す
る
前
に
、
千
曲
市
で
気
温
や

時
差
な
ど
に
体
を
慣
ら
し
て
か
ら
大

会
に
臨
み
ま
す
。
世
界
レ
ベ
ル
の
選

手
を
間
近
で
見
た
り
、
練
習
試
合
や

交
流
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
卓
球
の

競
技
人
口
の
増
加
や
競
技
者
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。

▲

ハ
ン
ガ
リ
ー
卓
球
連
盟
の
ナ
ト
ラ
ン
・

　
ロ
ー
ラ
ン
ド
会
長
と
協
定
を
締
結

■
ハ
ン
ガ
リ
ー
っ
て
ど
ん
な
国
？

　
30
年
前
ま
で
は
社
会
主
義
国
だ
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
教
会
や
国
会
議

事
堂
な
ど
重
厚
な
石
造
り
の
建
造
物

と
社
会
主
義
国
時
代
の
名
残
で
あ
る

真
四
角
の
飾
り
気
の
な
い
ビ
ル
が
点

在
す
る
不
思
議
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
ま
た
、
料
理
は
素
材
の
使
い
方
や

味
付
け
が
日
本
人
の
好
み
に
合
い
、

国
内
に
は
温
泉
が
点
在
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
あ
ん
ず
の
木
が
ま
ち

の
至
る
所
に
あ
り
、
少
し
シ
ャ
イ
で

優
し
い
国
民
性
な
ど
、
千
曲
市
民
に

は
違
和
感
な
く
親
し
め
る
国
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
と

の
交
流
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
文
化
を
知
ろ
う

　
今
後
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
千
曲
市

ハ
ン
ガ
リ
ー
友
好
協
会
や
関
心
の
あ

る
多
く
の
市
民
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
熱
く
盛
り
上

が
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課
・

　
生
涯
学
習
係

▲

ブ
ダ
ペ
ス
ト
最
大
の
聖
堂
、
聖
イ
シ
ュ

　
ト
ヴ
ァ
ー
ン
大
聖
堂

世界に羽ばたく

若き演奏家によるコンサート

　７月 13 日、日本とハンガリー国交開設
150 周年を記念して戸倉創造館で「世界
に羽ばたく若き演奏家によるコンサート」
が開催されました。ハンガリーで活躍して
いる千曲市出身の宮本慶子さん、梨本卓幹
さんらが奏でる音色に観客は熱心に聴き入
っていました。

●ハンガリー語であいさつしてみよう！

　こんにちは　Jó napot kívánok.（ヨー ナポト キヴァーノク）

　さようなら　Viszontlátásra.（ヴィソントラーターシュラ）

　ありがとう　Köszönöm.（クスヌム）

ハンガリー料理教室
■日時　９月１日（日）午後１時～
■会場　戸倉創造館調理室
■対象者　ハンガリー料理を覚えたい市民、お店
　　　　　でハンガリー料理を出してみたい飲食
　　　　　店の人
■内容　スープ、メインディッシュ、デザートを
　　　　作って食べます。
■参加費　無料
■定員　20人（先着順）
■申込方法　８月６日（火）午前９時から電話で
　　　　　　 申し込んでください。
■申込・問い合わせ先　生涯学習課・生涯学習係

Next Event

▲

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

▲国会議事堂（東側）
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市
役
所
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
８
月

に
実
施
し
ま
す
。

　
移
転
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日
を
利

用
し
た
『
分
散
型
移
転
』
と
な
り
、

移
転
が
完
了
し
た
部
署
は
新
庁
舎

（
杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
）
に
お
い

て
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　
部
署
に
よ
り
新
庁
舎
で
の
業
務
開

始
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
左
表
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
戸
倉
庁
舎
に
「
連
絡
所
」
を
設
置

　
戸
倉
庁
舎
・
上
山
田
庁
舎
の
市
民

窓
口
課
で
の
窓
口
業
務
（
戸
籍
な
ど

の
届
出
、
住
民
票
・
所
得
証
明
書
な

ど
の
発
行
、
ご
み
袋
購
入
チ
ケ
ッ
ト

の
取
扱
い
、税
金
等
の
支
払
い
な
ど
）

は
、
８
月
９
日
（
金
）
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
戸
倉
庁
舎
に
は
、
文
書
の

取
次
ぎ
や
簡
易
な
相
談
窓
口
と
し
て

「
連
絡
所
」
を
設
け
ま
す
。

■
移
転
作
業
の
た
め
新
庁
舎
南
側
駐

　
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

○
期
間
　
８
月
３
日
（
土
）
か
ら
25

　
日
（
日
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
と

　
12
日
（
月
・
振
休
）

新庁舎での
業務開始日

新庁舎フロア 該当部署

８月５日（月）

５階 議会事務局、選挙管理委員会事務局

４階
秘書広報課、総務課、危機管理防災課、財政
課、総合政策課、市民協働課、管財契約課、情
報政策課、教育総務課、生涯学習課、人権・男
女共同参画課

８月13日（火） １階
市民課、税務課、債権管理課、会計課、福祉
課、高齢福祉課、保育課、こども未来課、健康
推進課国保医療係、法務局証明サービスセンタ
ー、八十二銀行派出所

８月19日（月） ２階
環境課、廃棄物対策課、生活安全課、健康推進
課（国保医療係以外）、千曲市ふるさとハロー
ワーク

８月26日（月） ３階
建設課、都市計画課、上下水道課、上下水道料
金等お客様センター、地域開発推進室、農林
課、農業委員会、産業振興課、観光交流課

業務開始日

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
、
県
内
外
か
ら

も
大
勢
の
皆
さ
ん
が
千
曲
市
を
訪
れ

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、

「
第
５
回
千
曲
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
受
付
中
で
す
。

■
日
時　
11
月
24
日
（
日
）
午
前
８

　
時
30
分
ス
タ
ー
ト
、
11
時
30
分
競

　
技
終
了

■
主
会
場　
白
鳥
園

■
コ
ー
ス
（
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
）

　
白
鳥
園
（
ス
タ
ー
ト
）
→
万
葉
橋

　
→
上
山
田
温
泉
→
大
正
橋
→
千
曲

　
川
右
岸
→
千
曲
橋
→
千
曲
川
左
岸

　
→
冠
着
橋
→
白
鳥
園
（
フ
ィ
ニ
ッ

　
シ
ュ
）

＊
交
通
規
制
の
終
了
予
定
は
午
前
11

　
時
30
分
で
す
。
規
制
箇
所
な
ど
の

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

　
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
定
員　
２
５
０
０
人
（
先
着
順
）

■
参
加
資
格　
18
歳
以
上
の
男
女

　
（
高
校
生
を
除
く
）

■
参
加
費　
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

　
ラ
ン
ネ
ッ
ト
（http://runne

　

t.jp/runtes/
）
ま
た
は
郵
便

　
振
替

■
申
込
期
限　
９
月
29
日
（
日
）

＊
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
課
（
戸
倉
体
育
館
内
℡
０
２
６

－

　
２
７
６

－

1
7
3
1
）

第
５
回
千
曲
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
中

▲

昨
年
は
、
約
１
４
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

　
が
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■
試
験
日
・
会
場

○

第
１
次

試

験　
９
月
22
日

（
日
）
午
前
８
時
50
分
～
・
千

曲
市
役
所

○
第
２
次
試
験　
11
月
中
を
予
定

＊
詳
細
は
、
第
１
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　
８
月
５
日（
月
）

～
19
日（
月
）
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

＊
土
・
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
総
務
課
・
更
埴
庁

舎
案
内
に
あ
る
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
直
接
提
出
す
る
か
郵

送（
19
日
の
消
印
有
効
）し
て

く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
・
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
受
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
・
職
員
係（
〒
３
８
７

－
8
5
1
1　
千
曲
市
杭
瀬
下

２
丁
目
１
番
地
）

試験区分 募集人数 受験資格

上級（学芸員）
社会人経験者 若干名

昭和44年４月２日以降に生まれた人で、大学または大学院の日本中世史に関す
る専門課程を卒業（修了）し、学芸員の資格を有する人。また、民間企業など
での職務経験が７月末までの直近7年中5年以上ある人。

初級（行政） 若干名 平成10年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人で、高校卒業程度の
学力を有する人

初級（行政）
身体に障がいのある人 若干名

昭和54年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人で、高校卒業程度の
学力を有し、身体障害者手帳の交付を受けている人。また、活字印刷文による
出題に対応できる人。

給食調理員 若干名 昭和49年４月２日以降に生まれた人で、調理師免許を有する人

試験区分・募集人数・受験資格

令
和
２
年
４
月
採
用
千
曲
市
職
員
の
募
集

非
常
勤
職
員

　
　（
保
健
師
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
募
集
要
件　
保
健
師
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
先　
健
康
推
進
課（
保
健
セ

ン
タ
ー
）

■
勤
務
期
間　
10
月
１
日
～
令
和
２

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
20
日
／
月

■
賃
金　
月
額
20
万
９
５
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
保
健
師
免
許
証
の
写

し（
Ａ
４
サ
イ
ズ
に
縮
小
）を
添

付
し
、８
月
30
日（
金
）ま
で
に
直

接
提
出
す
る
か
、
郵
送（
当
日
消

印
有
効
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
９
月
上
旬
～
中
旬

＊
詳
細
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
推

進
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進

係（
〒
３
８
７

－
8
5
1
1　

千

曲
市
杭
瀬
下
84
番
地
）

　
８
月
19
日（
月
）以
降
は
、千
曲
市

杭
瀬
下
二
丁
目
１
番
地
に
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

営
業
日
・
営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

■
市
役
所

　

平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時
15
分

■
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
千
曲
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時　

■
八
十
二
銀
行
派
出
所　
　
　
　
　

　

平
日 

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■
Ａ
Ｔ
Ｍ
共
同
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ

　
ー 

　
平
日 

午
前
８
時
～
午
後
９
時

　

土
・
日
、
祝
日 

午
前
９
時
～
午

　
後
７
時

■
売
店
（
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
千
曲
市
役
所

　
店
）

　

平
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時
30
分

＊
営
業
日
、
営
業
時
間
は
変
更
に
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
・
庶
務

　
係

新庁舎の業務開始日と営業時間
＊障害者用駐車スペースは、新庁舎南側入口付近に４台、立体駐車場に７台設
　けていますので、ご利用ください。
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　千曲市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp　　　　　更埴庁舎　  　026-273-1004

　千曲市役所　℡026-273-1111（代表）　  　　　　　　　　　　　戸倉庁舎　  　026-275-0238

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  上山田庁舎　   　 026-276-0796ＦＡＸ

ＦＡＸ

ＦＡＸ

視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

民
間
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
や
効
率
的
な
施
設
運
営
を
行

な
う
た
め
、
次
の
施
設
の
指
定
管

理
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
施
設　
下
表
の
と
お

り
■
申
請
期
間　
８
月
23
日（
金
）

～
29
日（
木
）

■
募
集
要
項　
担
当
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
下
表
の
担
当
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

施設名 住所 担当課 指定期間

千曲市健康プラザ 大字倉科76番地1 生活安全課 令和２年4月1日～
令和７年3月31日（５年間）

ことぶきアリーナ千曲 杭瀬下２丁目４番地

スポーツ振興課
（℡026-276-1731）

令和２年4月1日～
令和７年3月31日（５年間）

勤労者体育センター 大字稲荷山2086番地２

東部体育館 大字生萱120番地

更埴テニスコート 大字稲荷山2131番地２

東部テニスコート 大字森86番地

千曲市弓道場 大字稲荷山2086番地９

募集する施設名・担当課・指定期間

非
常
勤
職
員
（
維
持
管
理
・
補
修
作
業
員
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
1
人

■
職
種　
道
水
路
な
ど
の
維
持
管

理
・
補
修
作
業
員

■
募
集
要
件　
市
内
に
在
住
の
人

（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
、
シ
ョ
ベ
ル

カ
ー
な
ど
の
建
設
機
械
の
運
転
・

作
業
技
能
を
有
す
る
建
設
業
の
従

事
経
験
者
が
望
ま
し
い
）

■
勤
務
場
所　
建
設
課（
道
水
路
な

ど
の
現
場
）

■
勤
務
期
間　
９
月
２
日
～
令
和
２

年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
じ
る

＊
災
害
対
応
、
除
雪
作
業
な
ど
に
よ

り
土
・
日
、
祝
日
及
び
時
間
外
に

勤
務
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金　
日
額
６
５
９
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、８
月
15
日（
木
）ま
で

に
直
接
提
出
す
る
か
、
郵
送（
当

日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
８
月
下
旬　

＊
詳
細
は
応
募
者
に
連
絡
し
ま
す
。

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　
建

設
課
・
維
持
係（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1　
千
曲
市
杭
瀬
下
84
番

地
）

新山 ▲

岩井堂山

湧
き
水
の
水
質
検
査
の
結
果

湧き水の水質検査地位置図

18

▲

▲

▲
大池

五里ヶ峯

大峯山

三峯山

羽尾

上山田

若宮

桑原

倉科

森
八幡 中

万葉橋

大正橋

屋
代
駅

長
野
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道

姨捨ＳＡ

▲

冠着山

し
な
の
鉄
道

粟佐橋

千曲橋

平和橋

冠着橋

④

⑥

⑦
⑧②

千
曲
駅

屋
代
高
校
前
駅

更埴
ＪＣＴ

403

⑨

⑩

⑤

採水日：6月12日（水）

戸
倉
駅

①

市
内
７
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

暑
い
夏
は
涼
し
さ
を
分
け
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」

施設名 ＰＲポイント

白鳥園、健康プラザ、
つるの湯、竹林の湯

天然温泉に入って、無料休憩室や食堂で軽
食を取るなど１日ゆっくり楽しめます。

長野県立歴史館、森将
軍塚古墳館 静かな環境の中で、歴史が学べます。

大池自然の家、大池市
民の森

聖高原県立自然公園内に施設があります。
爽やかな高原の中、森林浴を楽しみながら
涼しいひとときが過ごせます。

更埴図書館、更埴西図
書館、戸倉図書館

涼しく静かな環境の中で、ゆっくり読書が
楽しめます。

市内の主な「信州クールシェアスポット」登録施設

●
信
州
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

　
夏
の
暑
い
日
は
、
家
庭
の
電
気
使

用
量
の
半
分
以
上
を
エ
ア
コ
ン
が
占

め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
家
庭
の
エ
ア
コ
ン
の
電

気
を
止
め
て
、
も
と
も
と
涼
し
い
場

所
へ
出
か
け
、
涼
し
さ
を
み
ん
な
で

分
け
合
い
（
シ
ェ
ア
す
る
）、
社
会

全
体
で
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
図

る
「
信
州
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
」
を
県
で

展
開
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
涼

し
く
快
適
に
過
ご
せ
る
図
書
館
、
自

然
の
中
の
涼
し
い
場
所
な
ど
が
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
み
ん
な
で
楽
し
く
涼
し
く
ク
ー
ル

に
節
電
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
コ
ツ

○
家
庭
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　
例
え
ば
３
台
の
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

て
い
た
ら
２
台
を
止
め
、
１
部
屋
に

集
ま
っ
て
み
ん
な
で
過
ご
そ
う
。

○
自
然
の
中
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　
木
陰
や
水
辺
な
ど
、
自
然
が
多
く

涼
し
い
場
所
に
行
き
、
天
然
の
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
を
体
感
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
そ
う
。　

  

○
街
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア

　
地
元
の
お
店
や
カ
フ
ェ
な
ど
、
身

近
で
涼
し
い
場
所
に
集
ま
っ
て
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
。

○
イ
ベ
ン
ト
で
ク
ー
ル
シ
ェ
ア 

　
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
、
暑
さ
を
忘
れ
て
楽
し
く
時

間
を
過
ご
そ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
・
環
境

　
推
進
係
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⑪

市
で
は
毎
年
、
市
内
の
湧
き
水
の

水
質
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
検

査
項
目
は
、Ｐ
Ｈ
、色
度
、濁
度
、硝

酸
態
窒
素
・
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩

化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
、
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
で
す
。

今
回
の
検
査
で
は
、
③
小
滝
沢

（
八
幡
）、
⑤
柏
清
水（
戸
倉
）、
⑥
こ

わ
清
水（
羽
尾
）、
⑦
弁
天（
羽
尾
）、

⑧
大
瀧
宮（
羽
尾
）、
⑩
不
動
尊
の
滝

（
羽
尾
）で
大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
ま

し
た
。

大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
た
湧
き
水
で

は
、
生
水
で
の
飲
用
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

①
縄
文
の
名
水（
倉
科
）、
②
樺
平

（
桑
原
）、⑨
花
柄
の
清
水（
羽
尾
）で

は
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
し
た

が
、
飲
用
は
個
人
の
責
任
に
よ
り
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
④
桜
清
水（
八

幡
）、
⑪
お
林
の
湧
水（
倉
科
）は
昨

年
度
に
続
き
採
水
時
に
湧
出
し
て
い

な
い
た
め
再
検
査
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
湧
き
水
を
採
水
す
る
際
、

色
度
・
濁
度
に
異
常
が
み
ら
れ
る
場

合
は
飲
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
質
検
査
地
ご
と
の
検
査

項
目
の
数
値
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

＊
郡
頭
無
し（
八
幡
）は
10
月
以
降

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
・
環
境

保
全
係

③
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児
童
扶
養
手
当
「
現
況
届
」・
特
別
児
童
扶
養
手
当
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は「
現
況
届
」、
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
は「
所
得
状

況
届
」の
提
出
が
毎
年
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
と
は

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童（
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度

末
ま
で
の
児
童
）を
養
育
し
て
い
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母
」、「
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
と
同
居
し

養
育
し
て
い
る
人
」に
支
給
さ
れ
ま

す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以
上
の

障
が
い（
慢
性
疾
患
な
ど
で
対
象
と

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
）の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る

「
父
母
」、「
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
と
同
居
し
養
育
し
て
い
る
人
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
提
出
方
法
　
現
在
受
給
し
て
い
る

人
に
は
７
月
下
旬
に
書
類
を
郵
送

し
ま
す
。８
月
30
日（
金
）ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
は
、８
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

＊
一
定
額
以
上
所
得
が
あ
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

＊
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
受
給
者
本
人
が
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
こ
れ
ま
で
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
人
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

○
児
童
扶
養
手
当

　
戸
倉
庁
舎
こ
ど
も
未
来
課

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
戸
倉
庁
舎
こ
ど
も
未
来
課

　
更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係

＊
両
手
当
と
も
、
８
月
13
日
（
火
）

　
以
降
は
、
新
庁
舎
こ
ど
も
未
来
課

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未
来

課
・
子
育
て
支
援
係

介
護
予
防
教
室
の
開
催

　
老
化
は
筋
力
の
低
下
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
づ
く

り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
元
気
な
つ
ど
い

■
期
日
・
会
場

○
８
月
７
日（
水
）、９
月
11
日（
水
）、

　
10
月
９
日（
水
）、11
月
６
日（
水
）・

　
戸
倉
創
造
館
大
ホ
ー
ル

○
８
月
27
日（
火
）、10
月
29
日（
火
）・

　
屋
代
公
民
館
２
階
講
堂

○
９
月
25
日（
水
）、11
月
20
日（
水
）・

　
八
幡
公
民
館
２
階
講
堂

■
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

■
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
や
有
酸
素
運

　
動
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
て
筋
力
を
つ

　
け
て
い
き
ま
す
。

■
参
加
費　
１
回
２
０
０
円

■
持
ち
物　
室
内
用
運
動
靴
、
ヨ
ガ

　
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
水

　
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
介
護

　
予
防
・
健
康
づ
く
り
応
援
団
の
体

　
操
教
室
」

■
期
日　

８
月
22
日
（
木
）、
９
月

　

19
日
（
木
）、
10
月
24
日
（
木
）、

　
11
月
26
日
（
火
）

■
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

　
分
頃

■
会
場　
戸
倉
創
造
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

■
内
容　
応
援
団
と
一
緒
に
軽
体
操

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物　
室
内
用
運
動
靴
、
ヨ
ガ

　
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
水

　
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
そ
の
他
　「
介
護
予
防
」
や
「
認

　
知
症
」
に
係
わ
る
講
座
が
あ
り
ま

　
す
。
詳
し
く
は
「
暮
ら
し
の
カ
レ

　
ン
ダ
ー
」
の
「
千
曲
市
地
域
包
括

　
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
ペ
ー
ジ
を
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉
課
・

　
更
埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相

　
談
支
援
係


